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岩橋理事長新年の挨拶

あけましておめでとうございます。皆様におかれまして

は、清々しい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

さて、障害がある子の親として、また施設経営者として、

子どもたちのために唯一心にここまで頑張ってまいり、和歌

山県から平成 23 年には福祉増進の貢献、並びに平成 25 年

には環境保全の寄与として県政功労賞を受賞するなど、多く

の皆様に支えられ、たくさんの成果をあげてくることが出来

ました。

特に子どもたちの生活の場である施設につきましては、保

護者・職員が一丸となり取組んでおりますが、昨年は障害者

が地域で暮らし生活の自立を習得するためグループホーム・

ケアホームを開設し、６つの施設に 300 人以上の障害児者を擁するまでになりました。これもひとえ

に、保護者・職員の一人ひとりの血と汗と涙の結晶であり深く感謝申し上げます。

さて、本年は、法人の母体であります和歌山市障害児者父母の会 50 周年の記念すべき節目の年であ

ります。この 50 年は決して平坦なものではなく、多くの困難とこれを克服する会員皆様の弛まぬ努力

の積み重なったものであります。

父母の会では、種々の記念行事を計画されておりますが、単に祝い事とせず、これらの行事を通じ当

時の苦労に思いを馳せ、これまでの歩みを再確認し、次に向けた新たな飛躍の契機となれば幸いです。

私たちは社会福祉法人として可能な限り地域における様々なニーズに幅広く対応することを基本的

な役割とし、社旗福祉法に規定される社会福祉事業だけを担うだけでなく、福祉事業を通じ地域におけ

る様々なニーズに幅広く対応し、制度の狭間も含めて柔軟な支援を行いたいと考えます。和歌山市の活

性化や地域住民等にも貢献出来るよう、変化する社会・経済状況の中で、我々の出来ることを見定め、

存在意義を示す事業・活動を展開していくことが必要と考えます。

昨年より引き続きますが、保護者の皆様をはじめとした当事者の思いを関係機関に理解していただ

き、反映されることを望める大切な時期であると認識しているところでございます。

私たち職員はより一層、知恵を出し汗を流し、障害のある人、それを支える家族や職員が幸せになれ

る社会を目指し今まで以上にない団結力を持ち「子を思う親の心」このことを忘れず強い団結と強い心

を持って平成 26 年も精進してまいりたいと考えます。会員一同つわぶき会・哲人会を切り開き子ども

たちのより良い未来のために一層ご支援・ご協力をお願い申し上げまして新年のご挨拶とさせていただ

きます。



あけましておめでとうございます。

皆様方には、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、日頃から小倉園の施設運営に、格別のご理解と、ご支援を賜り、心よりお礼申し上げ

ます。

ご承知のように、障害者の福祉制度はここ数年めまぐるしく制度改正が進んでおります。昨

年 4 月には、障害者自立支援法にかわり新たに障害者総合支援法が施行され、障害者の範囲拡

大やサービス体系の見直し等が行われました。

今回の改正で当園に関しては大きな影響はありませんでしたが、今後、様々な改正が行われ

てまいりますので、その動向を注視しながら素早く対応できるような体制作りに取り組んでま

いります。

当園は、施設の活動内容が授産から生活介護に移行して今年で３年目を迎えます。また、利

用者の高齢化により、生活介護や健康管理をしなければならない方が増えてきておりますので、

日中の支援活動を作業中心から生活介護・健康管理中心の支援に移行してまいります。

これまで以上に、利用者の皆さんが元気で生きる喜びを感じられる施設を目指して、福祉サ

ービスの向上に取り組んで参りますので、更なるご支援を賜りますようお願い申し上げ、新年

のご挨拶とさせていただきます。

園長 二澤 英雄

～ 職員挨拶 ～

あけましておめでとうございます。旧年中は皆様方には大変お世話になりました。

小倉園も作業をする施設から少しずつですが介護の施設へと変わってきています。利用者の

方も職員も意識を変えて利用者の健康第一、安心して暮らしていける施設になれるよう頑張っ

ていきたいと思います。今年も小倉園をよろしくお願いします。

職員一同

編集後記

平成 26 年度も、保護者の皆様に利用者のみんながどのように生活し楽しく過ごしているのか

この小倉園だよりで伝えていきたいと思います。ご意見・ご感想があればいつでも連絡下さい。

岡山



哲人会小倉園保護者会会長である長谷川邦枝さんが平成 25 年度全国

社会福祉協議会会長表彰を授与されました。お祝い申し上げます。

表 彰 報 告

利 用 者 さ ん 風 景

ちぎり絵を作って

文化祭に出展！

マカロンポーチ

を製作、文化祭で

販売･･ ･完売っ

す！



第 23 回小倉地区ファミ

リーコンサートに参加

しました（＾＾）

バイキング・・・

食べすぎ注意！！

和歌山北保健センター

の岡本先生・佐橋先生

に体のことについて

色々教えてもらいまし

た。勉強になりました

小倉園もイルミネーションし

てみました・・・キレイ！


